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令和元年第５回岐阜県議会定例会提出議案の概要（予算関係） 

（令元．１２．４） 

 

１ 令和元年度一般会計予算の補正 

 

歳入歳出補正予算の規模 

補 正 額       １，８４３，６４０千円 

既 定 額     ８４９，９９６，５９７千円 

累    計     ８５１，８４０，２３７千円 
 

 

 

 

 

＜参考１＞ 

前年度同期予算額    ８４６，０４２，４７０千円 

対  比       ＋ ５，７９７，７６７千円 

伸  率             ＋ ０．７％ 
 

 

 

 

 

＜参考２＞ 

過去の１２月補正予算規模  平３０  １６．６億円 

平２９    ３．４億円 

  平２８ １４７．４億円 

              平２７ １５７．７億円 

              平２６  ９０．４億円 

              
 

 

資料２ 
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（単位：千円 △印は減を示す） 

（ ）内は、既定額→補正後額を表す 

（１）歳入 

分担金及び負担金   22,800 （ 3,775,528 → 3,798,328 ） 

 

国 庫 支 出 金     187,436 （ 99,195,994 → 99,383,430 ） 

 

繰   越   金  936,445 （ 5,707,895 → 6,644,340 ） 

 

諸 収 入  596,159       （ 44,094,821 → 44,690,980 ） 

 

県 債    100,800 （ 126,112,600 → 126,213,400 ） 

 

合 計     1,843,640 （ 849,996,597 → 851,840,237 ） 

 

 

（２）歳出（主なもの） 

・職員給与費等の整理                  1,322,058 

給与改定に伴うもの     785,892  

・給与改定実施時期  平成 31 年 4 月 1 日 

・主な改定の内容  給与改定率        0.09％ 

           期末・勤勉手当の引上げ  0.05 月分 

給与改定以外の関連補正    536,166  

 
◎印は補正新規事業を表す 

《総務委員会関係》   239,922 

 

 

《企画経済委員会関係》   205,513 

 

 

《厚生環境委員会関係》   172,420 

＜健康福祉部＞   141,823 

○「ぎふ女のすぐれもの」認定事業費    5,109 
  （8,719→13,828） 

女性が企画・開発に貢献し「ぎふ女のすぐれもの」として認定された優れた 

商品について、都内の展示会や関西の百貨店などにおいて展示販売を実施 
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《農林委員会関係》   860,593 

＜農政部＞   761,971 

◎被災農業者向け経営体育成支援事業費補助金 37,040 
台風１９号の被災農業者に対し、農業生産施設の復旧や撤去に必要な経費に 

ついて、市町村を経由して支援 
 

○ＣＳＦ防疫対策関連事業   242,000 
  （1,902,411→2,144,411） 

今年９月以降に発生したＣＳＦの防疫措置に必要な経費を計上 
 

 

《土木委員会関係》 △  62,377 

 

 

《教育警察委員会関係》   427,569 

 

 

 

（３）繰越明許費補正     ２９件 7,098,399 

○農林委員会        ２件  
治山事業費 ほか 

 

○土木委員会       ２７件  
道路新設改良費 ほか        
 

 

 

（４）債務負担行為補正     ８件（追加 ８件） 

○企画経済委員会      ２件  
ソフトピアジャパンセンターに係る指定管理者の指定 ほか 
 

○厚生環境委員会      ２件  
美術館展示室等改修工事 ほか  
 

○農林委員会        １件  
岐阜地区水管理ＩＣＴ化調査業務委託 
 

○土木委員会        ３件   
岐阜県百年公園に係る指定管理者の指定 ほか 
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２ 令和元年度特別会計予算の補正 
（単位：千円 △印は減を示す） 

※補正理由は、いずれも職員給与費等の整理によるもの 

（１）国民健康保険特別会計                     714 
 

 

（２）水道事業会計                          △  53,497 
 

 

（３）工業用水道事業会計                       △  3,532 
 

 

（４）県営住宅特別会計                           4,863 
 

 

（５）流域下水道特別会計                           6,045 
 


